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名前のようにひときわ光る施設に 常に笑顔でいることを心がけて

認知症専門棟での活動をとおして うれしいのは「できるようになったで！」の一言

私は当施設の開業とともに働きはじ
め８年目を迎えることができました。
福祉の世界とはまったく無縁の仕事をし
ていた私でしたが、事務責任者の担い手
として、「介護福祉とはなんぞや」から
始めました。一般企業と同じサービスの
質、人材の質、経営の質など、基本的な
ところは何も変わらないと思います。
以前から、事故防止対策やご家族か
らの苦情対応に頭を痛めていました。最
近の社会的な流れをみてみると、ご利用
者（特にご家族）の権利意識の高さ、訴訟件数の増
加、世間の高齢者施設への関心が高まっているなか、
組織運営の適正化、健全化を問われる難しい時代に
なってきました。そんななか、私はリスクマネジャー
の受講の機会をいただきました。当施設では現在、
私を含め３名のリスクマネジャーが活動しています。

私は、高知市にある老健施設にて介
護福祉士として働いており、今年で入職
して８年目になりました。働く上で大
切だと思うことは、ご利用者との関わり
が重要なのはもちろんですが、職場での
人間関係だと思います。職場の人間関係
がうまくいかなければ、仕事に行くのも
嫌になり、当然ストレスもたまります。
楽しくなかったら長く続かない仕事だと
思います。職場での人間関係を踏まえ、
私にとって、介護をする上での喜びは、
ご利用者の笑顔です。笑顔をたくさんみることがで
きると、私自身も笑顔になりますし、癒されます。
この仕事を選んで良かったなと思える瞬間です。
何より大切なことは、ご利用者の笑顔を引き出す
ようなケアだと思っており、私も一緒に楽しみなが
ら、笑顔で接することを心がけています。つくり笑

当施設で働き出して４年目となりました。以前は、
病院勤務であり、毎日担当患者のリハビリを行って
いましたが、老健施設のリハビリは病院のリハビリ
と比べて、入所者の方と接する時間が短いというこ
とを感じています。当施設は132床のうち、30床が認
知症専門棟です。リハビリスタッフはPT・OT合わ
せて６人常勤しており、主にOTが認知
症専門棟の入所者を受けもっています。
認知症高齢者の方は、その時々によっ
て症状が異なり、午前や午後の状態を比
較しながら把握するためにも認知症専門
棟でのリハビリや活動を積極的に行うよ
うに心がけております。その際に自然と
認知症専門棟スタッフとの交流が生ま
れ、情報交換ができるようになりました。
認知症専門棟で行う活動の一つとして
集団リハビリ以外に、15時過ぎに貼り絵

当施設は、京都市南区にある入所定員100名、通所
定員60名の都市型老健施設として、地域の方々が安
心して過ごせるようサービス提供をしています。
リハビリスタッフは現在PT６名、OT１名、非
常勤のST１名で、私自身は主に通所リハビリのPT
として勤務しています。
ご利用者の多くは、病院を退院後も
リハビリを継続したいと希望され、利用
開始となるのですが、最初にお話をうか
がうと自宅に帰ってから以前できていた
ことができなくなっているなどの不安を
話される方が多く、いかにして在宅での
活動性を維持・向上していくかが課題と
感じます。
私がリハビリの際に心がけているこ
とは、まずは短期目標を設定し、ホーム
プログラムを指導することです。例えば

毎月１回の委員会では、コンプライア
ンスについてや事故検証、インターネッ
トの危険性など多岐にわたり話し合い、
職員全体の意識改革に努めています。
日常のご利用者の施設生活は、生活
リハビリ、運動リハビリにおいてリスク
と常に隣り合わせです。老健施設の役割
である在宅療養支援を考えるなら、ご利
用者の安心・安全の確保は当然のことで
あり、その裏に潜むリスクを正確に説明
し、私たちリスクマネジャーが中心と

なって職員、ご利用者、ご家族とともに意識改善に
取り組んでいかなければならないと思います。そし
て、当施設では現在リスクマネジメントの担い手と
なるセーフティマネジャーの育成が重要課題と考え、
それに取り組んでいくことが施設の安心につながる
と確信しています。

顔は、ご利用者にもわかってしまう。プ
ライベートであったことを、仕事にはも
ち込まずに接していくことが重要だと考
えています。介護の仕事は、日々高齢者
から感謝の言葉をいただくなど、人の役
に立つ仕事だと思うので、とてもやりが
いを感じています。ご利用者は十人十色
で、小柄で体重の軽い方もいれば、私の
倍ぐらいありそうな体格の方、また身体
状況も人それぞれ異なり、介助レベルも
違うため、非常に体力を使います。

性格も人それぞれで、温和な方、注文の多い方な
どがいらっしゃいます。そんな状況のなか、気を使
う毎日ですが、「ありがとう」という感謝の言葉で、
すべての気持ちが吹っ飛び「がんばろう」という気
持ちにさせてくれます。今後もこの気持ちを忘れず
に日々の業務に取り組んでいきたいと思います。

作業を行っています。活動を行う際に、スタッフが
介入し座席位置やメンバーを選択します。促し方に
よっては実施が困難な場合がありますが、その都度
評価していきながら継続し取り組んでおります。
１対１での個別リハビリは困難である入所者の方
も、小グループでの活動には自然に取り組まれ、そ

れぞれ役割分担をされる場面や、お互い
会話が弾み、歌を歌われながら取り組ま
れる場面もみられ、普段とは違う一面を
発見する機会になっています。
１回の個別リハビリやご利用者に関
わる時間は限られていますが、認知症専
門棟でのリハビリや活動を行うことで少
しでも普段の生活の様子や心身面の変化
に気づき、個別での関わりやリハビリ内
容の見直しができるのではないかと思
い、継続していきたいと思います。

右肩が上がらない方であれば、まずは入浴の際に右
手で頭を洗えるようにしましょう。そのためにも、
自宅で肩の体操をがんばりましょうと伝えます。
皆さん目標があるのでご自宅でも一生懸命自己ト
レーニングをしてくださり、「できるようになった
で！」と笑顔で自慢されたときや感謝の気持ちを伝

えてもらえたときは非常にうれしく感
じます。
また、より意欲をもってリハビリに
取り組めるよう、高齢者用の総合的な身
体機能テストを実施し、結果を年代別の
全国平均値と比較し、レーダーグラフ化
したものを配布しています。
今後もご利用者の在宅生活が安全か
つ活発になるようスタッフ同士で知恵を
出し合い、検討を重ねていきたいと思い
ます。
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